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令和７年2月15日 

(土曜日) 

裏面もご覧ください 

 佐藤 都 さん 作 

 

 
 

 

15
日
（
土
）
ク
ラ
ブ
登
録
説
明
会 

 
 
 
 
 

市
民
講
座
「
防
犯
講
話
」 

17
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

19
日
（
水
）
サ
ロ
ン
ば
ん
ざ
い
（
木
下
） 

21
日
（
金
）
家
庭
教
育
講
座 

 
 
 
 
 
｢

バ
ル
ー
ン
フ
ラ
ワ
ー
作
り｣ 

 
 
 
 
 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
20
時
～ 

22
日
（
土
）
平
尾
台
野
焼
き 

 
 
 
 
 

わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

24
日
（
月
）
稲
穂
サ
ロ
ン
（
新
一
） 

27
日
（
木
）
呼
野
ニ
コ
ニ
コ
会
（
呼
野
） 

 
 
 

3
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

4
日
（
火
）
ワ
ッ
ク
ス
清
掃 

5
日
（
水
）
サ
ロ
ン
ば
ん
ざ
い
（
木
下
） 

 
 
 
 
 
 

7
日
（
金
）
東
谷
中
学
校
卒
業
式 

 
 
 
 
 

ふ
れ
あ
い
昼
食
会 

 
 
 
 
 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
15
時
～ 

10
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

12
日
（
水
）
い
ち
ま
る
カ
フ
ェ
（
市
丸
） 

2
月 

 

3

月 絵
手
紙
教
室 

東
谷
市
民
セ
ン
タ
ー
和
室 

2
月
28
日
【金
】
10
時
～
お
気
軽
に
ど
う
ぞ 

2
月
の
絵
手
紙 

 

東
谷
地
区
新
年
祝
賀
会
は
、

本
年
も
二
百
余
名
の
方
々
の
ご

出
席
を
い
た
だ
き
、
和
気
あ
い

あ
い
、
盛
会
裡
に
開
催
で
き
ま

し
た
。
準
備
、
片
付
け
、
又
ご

祝
儀
等
多
く
の
皆
様
に
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

温
故
知
新
、
平
尾
台
愛
尚
会

と
平
尾
台
の
関
わ
り
を
今
一

度
、
考
察
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
昭
和
21
年
の
設
立
綱

領
は
『
我
々
は
景
勝
地
平
尾
台

を
広
く
天
下
に
宣
揚
す
る
と
共

に
郷
土
美
化
の
実
践
を
通
じ
て

一
大
観
光
地
の
実
現
を
期
す
』

で
す
。
こ
の
綱
領
は
こ
の
後
の

諸
活
動
の
核
で
あ
る
こ
と
は
過

言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 

平
尾
台
は
終
戦
ま
で
軍
用
地

と
し
て
、
戦
後
は
国
有
地
払
下

げ
対
象
地
と
し
て
多
難
な
歴
史

を
送
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
保

護
、
観
光
か
開
発
か
。
払
下
げ

に
挙
手
し
た
の
は
台
上
、
台
下

住
民
、
周
辺
市
町
村
、
そ
し
て

昭
和

25

年
鉱
山
法
改
正
に

よ
っ
て
試
掘
権
を
得
た
セ
メ
ン

ト
各
社
で
し
た
。
羊
群
原
を
中

心
と
し
た
絶
景
の
カ
ル
ス
ト
台

地
を
守
る
、
資
源
と
し
て
の
石

灰
石
を
利
用
す
る
。
最
高
裁
ま

で
の
争
い
と
な
り
10
年
後
の

結
審
に
よ
っ
て
、
保
護
区
緩
衛

区
開
発
区
と
い
う
現
在
の
区
分

け
に
落
ち
つ
き
ま
し
た
。
こ
の

間
、
三
菱
鉱
業
セ
メ
ン
ト
工
場

の
誘
致
、
地
元
民
の
優
先
採

用
、
払
下
げ
地
の
売
却
、
賃
貸

等
、
先
人
の
慧
眼
に
剋
目
す
る

ば
か
り
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

東
谷
地
区
人
口
が
９
０
０
０
人

の
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

又
、
東
谷
農
協
に
払
下
げ
さ
れ

た
土
地
は
東
谷
興
農
会
へ
移
譲

さ
れ
、
現
在
は
一
般
社
団
法
人

 

こ
の
度
は
お
忙
し
い
中
、
私

達
の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
式
典

を
設
け
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
来
賓

の
皆
様
や
お
世
話
に
な
っ
た
先

生
方
に
囲
ま
れ
、
幼
少
期
よ
り

共
に
過
ご
し
て
き
た
友
と
一
緒

に
、
二
十
歳
と
い
う
節
目
を
迎

え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
、
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

私
達
は
、
中
学
３
年
生
の
受

験
が
始
ま
る
直
前
に
、
全
世
界

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
脅

か
さ
れ
、
今
ま
で
当
た
り
前

だ
っ
た
生
活
が
あ
っ
と
い
う
間

に
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
学
校
に
登
校
で
き
な
い

日
々
、
友
達
や
先
生
方
に
直
接

会
え
な
い
日
々
は
ど
れ
ほ
ど
不

安
だ
っ
た
か
、
今
思
い
出
し
て

も
と
て
も
つ
ら
い
記
憶
で
す
。

し
か
し
、
当
時
の
東
谷
中
学
校

の
校
長
先
生
を
は
じ
め
、
担
当

の
先
生
方
の
お
陰
で
、
無
事
に

思
い
出
深
い
卒
業
式
を
迎
え
ら

れ
、
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ

の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 

私
は
今
、
大
学
に
通
い
看
護

師
と
い
う
夢
を
叶
え
る
た
め
に

東谷地区協議会 
会 長  

前田 康典 

日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。
大
学

で
は
自
分
の
興
味
の
あ
る
勉
強

が
で
き
、
サ
ー
ク
ル
活
動
を
通

じ
て
友
人
と
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。
看
護
実

習
な
ど
き
つ
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
た
後

は
自
分
の
成
長
を
少
し
感
じ
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
生
に
お

い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
と

思
い
ま
す
。
人
生
は
楽
し
み
や

喜
び
だ
け
で
な
く
厳
し
い
場
面

に
直
面
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
厳
し
い
場
面
を
乗
り

越
え
た
時
、
人
は
成
長
し
て
い

く
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

私
達
は
、
こ
れ
か
ら
も
前
向

き
に
努
力
を
続
け
、
夢
や
目
標

に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
き
ま

東谷地区新成人 
代 表 

平野 瑛美 

平
尾
台
野
焼
き 

２
月
22
日
（
土
） 

の
諸
活
動
の
原
資
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

東
谷
地
区
に
と
っ
て
の
平
尾

台
を
再
評
価
す
る
時
、
平
尾
台

観
光
祭
、
野
焼
き
等
継
続
し
て

協
働
し
て
き
た
事
業
を
大
切
に

す
る
と
共
に
、
平
尾
台
か
ら
の

富
を
今
の
時
代
に
即
し
た
地
域

再
生
の
原
資
と
し
て
生
か
す
こ

と
も
先
人
の
英
断
に
報
い
る
こ

と
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。
皆

様
の
御
理
解
、
御
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。 

 

本
年
も
地
域
の
弥
栄
と
皆
々

様
の
御
発
展
を
願
っ
て
新
年
の

御
挨
拶
と
し
ま
す
。 

 

※
平
尾
台
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
平
尾
台
観
光
協
会

70

年

史
を
参
考
に
し
て
下
さ
い
。  

す
。
本
日
成
人
を
迎
え
た
私
達

全
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
責

任
あ
る
行
動
を
心
が
け
、
社
会

に
貢
献
で
き
る
存
在
と
な
る
こ

と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
私
達
を
育
て
、
見
守
り
、

導
い
て
く
だ
さ
っ
た
保
護
者
や

地
域
の
皆
様
方
、
恩
師
の
皆
様

方
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
ま
し

て
改
め
て
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
人
生
に
お
い
て
、
皆

様
の
期
待
に 

応
え
ら
れ
る
よ

う
に
精
一
杯
努
力
し
て
参
り
ま

す
。
こ
の
度
は
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  

野焼きの予備日  

2月23日（日） 

3月          1日（土）  

                       9日（日） 
※当日は、風向きによっては灰が降

る恐れがありますので、洗濯物等干

す際はくれぐれもご注意下さい。 

１月１３日（祝･月）  東谷興農会にて開催 

 石原町町内で移動販売を行っている

ＧＯＹＯさんが、１２月から呼野町内

へも伺ってます。呼野町内の３ヶ所を

順に移動しながら、野菜や果物・お米

など販売しています。 

第１･３木曜日 13：30～ 

詳細は、呼野町内への配布チラシをご覧ください。 
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 新型コロナが落ち着きを見せ始め、今度は

インフルエンザ感染症が出始めていますが、

グラウンドゴルフ部会は通常通り活動するこ

とに致しました。健康を守るためには、日頃

から適度な運動と栄養バランスのよい食事に

気をつけ、しっかりと睡眠時間をとることだ

と思います。私は適度な運動としてグラウン

ドゴルフに取り組んでいます。週４回の練習

とその他に体力作りとしてケア・トランポリ

 

ンも週１回やっています。日頃の健康づくりは、運動を続けるこ

とが大切になります。健康寿命とは、人の手を借りない日常生活

を送れる生存期間の事を言います。高齢者で出来る競技を行政も

健康増進の為に取り組みを進めています。 

 東谷地区でも２年間出来なかった東谷まちづくりカップ「グラ

ウンドゴルフ大会」を開催することに致しました。現在の高齢者

はコロナの関係等で家で引きこもりの方も大勢おります。まず外

に出て人との会話をもって楽しく過ごしましょう。 

 下記の要項で計画しており、後日回覧にてお知らせします。 

 皆様の参加をお待ちしております。 

健康づくり部会 
グラウンドゴルフ部 

下條 光次 

 一年間をかけて歩いた旧秋月街道ですが、いよいよ最後となりまし
た。今回は頂吉越えのバス停から小倉戦争のおり小倉藩の家老、島村

志津摩が本陣を敷いた旧金辺峠まで歩きました。１２月１９日に１０名ほ

どで歩きました。途中、西村砕石場の土砂捨て場までは道も拡幅され歩

きやすいですが平日はダンプが行きかい注意が必要です。土砂捨て場

入り口から１００ｍほど進むと旧金辺トンネルに出合います。トンネル内

は地下水がたまり通行はできず、入り口は通行できないように封鎖さ

れています。ここは国道３２２号線の金辺トンネルができるまでは小倉

と田川を結ぶ幹線でバスもこのトンネルを通っていました。 

 旧秋月街道は旧金辺トンネルの上を巻くように登っていきます。この

辺りはトンネル西側の斜面でかつて、白色大理石の寒水石を採取して

いて今もズリ場や工場廃墟が残っています。トンネルの真上まで来ると

正面先に金辺峠が見えてきます。ここは豊前小倉藩企救郡と田川郡の

境で郡境碑が建てられています。郡境碑の真下には水飲み場跡や道を

挟んで反対側には島村志津摩の顕彰碑が建てられています。顕彰碑は

香春町の土地できれいに維持されています。香春川の旧秋月街道に比

べて北九州市側の道が荒れているのは残念です。 

 今回で東谷の秋月街道をたどる企画は終了ですが、来月は井手浦の

名瀑「滑が滝」を紹介します。本当は現地を案内したいのですが、谷川沿

いの林道が荒れていて危険なので、動画と写真資料で紹介します。 

 日時は２月２０日（木）１３時～１４時、東谷市民センター２Fです。 

参加希望の方は090-8604-4544西田までｔｅｌもしくはショートメッ

セージでお申し込みください。 

東谷郷土資料館  館長  西田 順一 

金
辺
峠
の
島
村
志
津
摩

顕
彰
碑     

企
救
郡
と
田
川
郡
の

境
の
郡
境
碑  

大清水神社 

旧
金
辺
ト
ン
ネ
ル  

峠
の
水
飲
み
場
跡  

1/8 井手浦 尻振り祭 

1/19 どんど焼き 

東大野八幡神社 

日時：３月２８日（金） ９:００～ 
場所：東谷興農会グランド 
（雨天時は興農会体育館でディスコン開催） 

※申込は東谷市民センター窓口で受付けます(3/5締切) 

2/3 市民センターと出張所の 

正面入り口にひな飾り設置 
2/2 東大野八幡神社 

節分祭 

１月１２日（日） 

東谷市民センターにて、東谷地区成人記念式典が開催され、

東谷地区の新成人３０名が参加されました。 

 ご来賓の皆様や小中学校時代の恩師の方々より２０歳の門出

を祝っていただきました。日々谷小倉南区長もお祝いに駆けつ

けてくださり、ご祝辞を賜りました。新成人の皆さんは、久しぶり

に会った同級生や恩師の先生方と思い出を語りあい、楽しい時

間を過ごしていました。 


